
第 15 回 九州 CT 研究会 プログラム 

テーマ： 「根拠が導く手術支援 CT と造影剤の未来」 

会場 ： 久留米座（〒830-0031 福岡県久留米市六ツ門町 8-1 久留米シティプラザ 3F） 
 

 

時間 内容 

9:30～ 開会の挨拶                       当番世話人    林  六計 

9:35～10:05 推奨研究発表                     【座長】 坂本 和翔     小倉記念病院 

                                    汐月 剣志    大分大学医学部附属病院 

・非造影 dual energy CT 電子密度値を使用した孤立性肺結節の良悪性鑑別    

藤崎凌平  宮崎大学医学部附属病院  

・Dual energy CT を用いた水密度値解析による圧迫骨折椎体の骨折治癒過程の推定に関する検討 

西 理伸   熊本整形外科病院 

・サブトラクション法に用いた CT 画像のエネルギーの違いが心筋 extracellular volume fraction へ与える影響 

榎本隆文  熊本大学病院 

10:10～10:50 メーカー情報提供 1                 【座長】 藤本 一真    宮崎県立延岡病院 

                                             青木 崇祐     北九州総合病院 

(株)根本杏林堂  キャノンメディカルシステムズ(株)   アクロバイオ(株)   GE ヘルスケアジャパン(株) 

10:55～11:45 基礎講演 1                        【座長】 小島 宰      九州大学 

                                             西尾 康孝    友愛医療センター 

       AI 時代の手術支援 CT ―画像解析と手術ナビゲーションの最前線― 

                    下宮 大和 先生   アナウト株式会社 

11:45～12:15 機器展示 

12:15～13:15 ランチョンセミナー   協賛：富士フィルムメディカル（株） 

【座長】 最所 誉     福岡中央病院 

谷 拓弥     北九州市立医療センター 

見て学ぶ 3D 手術支援画像  ―AI 時代に求められる診療放射線技師の判断と技術― 

                    田原 琢朗 先生   戸畑共立病院   

13:25～14:05 メーカー情報提供 2                  【座長】 本田 恵一    熊本中央病院 

                                    石橋 顕治   長崎大学病院 

シーメンスヘルスケア(株)   ジェイ・シー・ティー(株)   富士フィルムメディカル（株） バイエル薬品（株） 

14:15～14:50 教育セミナー                      【座長】 坂部 大介    熊本大学 

        生成 AI 論文検索のススメ  ―巨人の肩の上に飛び乗る― 

            佐保 辰典 先生   小倉記念病院 

15:00～15:50 基礎講演 2                          【座長】 林  六計     鹿児島大学病院 

                                    白坂 崇     九州大学病院 

臨床現場が生み出す手術支援画像 ―その一枚に至る思考と根拠― 

奧村 秀一郎 先生  済生会熊本病院 

15:50～16:20 機器展示 

16:20～17:40 

 

 

シンポジウム   「ヨード造影剤の未来を考える」  【座長】  黒木 英郁    久留米大学医療センター 

佐々木 淳一   佐世保市総合医療センター 

（１） 変化するヨード造影剤の副作用対策・安全管理    満園裕樹    北九州市立医療センター 

（２） シリンジ製剤のメリット・デメリット              三井宏太     佐賀県医療センター好生舘 

（３） ボトル製剤のメリット・デメリット               上原拓也    山口大学医学部附属病院 

（４） 資源的・経済的観点から見た造影剤の課題        西嶋康二郎   大分県立病院 

17:40～17:50 第 15 回九州 CT 研究会開催案内         次回当番世話人     藤本 一真 

閉会の挨拶                        代表世話人         西嶋 康二郎 

 


